
 

授業科目名 理科教育法Ⅱ 教員名 坂倉 真衣  

卒業及び 

免許・資格

との関係 

 

卒業 選択 

小学校教諭 選択必修 

幼稚園教諭 選択 

保育士 選択 

科目番号 SID310 

配当年次 ３年前期 

こども音楽療育士  

授業形態 演習 
情報処理士  

 

 

単 位 数 ２単位 

科  目  

施行規則に 

定める科目区分 
 

一般目標 

理科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された理科の学習内容

について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体

的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

(1)理科の目標及び内容 

学習指導要領に示された理科の目標や内容を理解する。 

(2)理科の指導方法と授業設計 

基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標 

(1)理科の目標及び内容 

1)学習指導要領における理科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。 

2)個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。 

3)理科の学習評価の考え方を理解している。 

4)理科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。 

(2)理科の指導方法と授業設計 

1)子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。 

2)理科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することがで

きる。 

3)学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することがで

きる。 

4)模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。 

ディプロマ・ポ 

リシーとの関係 
本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢５.教育実践力を身につけている。｣｢６.教科・

教職に関する基礎的・応用的知識を身につけている。｣を育成する科目として配置している。 

授業の概要 

小学校理科教材を分析し、教材を開発する力を修得する。さらに、小学校理科の授業を視聴・分析す

るとともに、授業づくりの視点や学習指導案の作成について理解を図り、小学校理科の授業力を身につ

ける。 

具体的には、まず、教科専門科目理科の内容を踏まえて、小学校学習指導要領解説理科編の項目に示

された教材、小学校理科教科書に提示されている教材を学年ごとに分析する。次に、分析した教材につ

いて実際の小学校の理科授業を視聴し、授業づくりの視点を得る。これらをもとに、学習指導案（単元

観、教材観、指導観、評価基準、本時の指導）を作成する。そして、実際に模擬授業を行い、それらを

批判的に検討する。 

授業形態は、演習とする。アクティブラーニングとして、指導案作成、模擬授業、グループディスカ

ッションなどを取入れる。 

履修条件・注意事項 あらかじめ「理科Ⅰ」「理科Ⅱ」「理科教育法Ⅰ」の科目を履修していることが望ましい。 

授業計画 

第１・２回：小学校理科の教材 

小学校学習指導要領理科について理科教育法Ⅰで学んだことを振り返り、小学校理科教材の現状や

その課題について知る。（目標(1)-1）） 

第３回：小学校学習指導要理科項目と教科書の教材分析① 

背景となる自然科学の知識や子供の認識・思考、学力等を踏まえ第３・４学年の教材分析し、その

教材の使用目的や活用法を検討する。（目標(1)-4),(2)-1),2)） 

第４回：小学校学習指導要理科項目と教科書の教材分析② 

背景となる自然科学の知識や子供の認識・思考、学力等を踏まえ第５・６学年の教材分析し、その

教材の使用目的や活用法を検討する。（目標(1)-4),(2)-1),2)） 

第５回：理科授業の模擬授業の視聴、検討① 

教材分析を行った第３・４学年の理科授業を視聴し、その結果を踏まえて、授業づくりについて検

討する。（目標(1)-4),(2)-1),2)） 

第６回：理科授業の模擬授業の視聴、検討② 

教材分析を行った第５・６学年の理科授業を視聴し、その結果を踏まえて、授業づくりについて検

討する。（目標(1)-4),(2)-1),2)） 



 

第７〜８回：教材開発と理科学習指導案の作成（目標(1)-3),4),(2)-1),2)） 

教材開発を行い、理科学習指導案（単元観、教材観、指導観、評価基準、本時の指導）を作成す

る。（目標(2)-3)） 

第９〜１４回：模擬授業の実施と検討 

作成した理科学習指導案にそって、模擬授業を行う。導入部分、展開部分、まとめ部分それぞれに

着目をして、科学的な正確性や児童の思考の流れに沿っているかなどの観点から批判的に検討を行

う。（目標(2)-4)） 

第１５回：模擬授業の検討結果のまとめ 

検討結果を踏まえて、授業づくりについて再検討する。（目標(2)-4)） 

期末試験：試験期間中に実施 

授業外学修時間

の確保について 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 

事前学習：毎回講義後に、次回の講義内容を伝えるので、事前にテキストの関連箇所を読み、不明な

点、疑問点を明確にしておくこと。 

事後学習：講義内容や教材、指導案、模擬授業に関するレポートを課すので、次回までにまとめて 

おくこと。また、講義内容について、自分なりに整理して理解しておくこと。 

学生に対する 

評価 

指導案の作成や模擬授業の実施40％、模擬授業の検討レポートの内容30％、期末試験の成績30％で評価

する。 

なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 

・コメントを記載して返却する。 

・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。 

・答案例を配布する。 

テキスト 

『小学校学習指導要領（最新版）解説 理科編』  

『わくわく理科小学校理科用教科書３〜６』 大隅良典他 2011 振興出版社啓林館 

上記以外は、授業の展開に合わせて紹介する。 

参考書・参考資料等 

『小学校学習指導要領（最新版）』  

『理科の学ばせ方・教え方事典』 角屋重樹 他 2009 教育出版 

上記以外は、授業の展開に合わせて紹介する。 

担当者からのメッ

セージ 

小学校理科における具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付けることを目標とする

「理科教育法Ⅰ」では、その背景にある「理科」（生物学、地学、化学、物理学）の基礎的知識を獲

得していることが必要になります。よって、「理科Ⅰ」「理科Ⅱ」及び「理科教育法Ⅰ」の授業を履

修しておくことが望ましいです。履修時までにしっかりとした基礎的知識を身につけて、授業に臨ん

でください。 

オフィスアワー 
毎週火曜日 9:00～12:00 

Email: msakakura@miu.ac.jp 

備考 
 

 


